
誰 からも何 らの強 制 または義 務 を負 う事 なくコツコツぼちぼちムリせずに、できる事 をできる時 にできるだけ。さと川 をいつも安 全 で美 しく親 しめる川 にして次 世 代 に引 き継 ぐこと、これを通 じ瀬 戸 内 海 の環 境 保 全 に寄 与 する小 さくともキラリと光 る成 功 例 になろう。  

東日本大震災 
3月11日、想像もつかない大災害が日本を襲っ

た。災害は地震と津波に加え原発と風評。特に

恐ろしいのが差別風評。世界からのものは日本

を痛め、国内のそれは被災地を失意のどん底に

陥れる。正に弱い者いじめの構図で胸が痛む人

災。残念にも、当会報54号（H19/9/29）で予告

心配した以上のことが現実になった。 

『天災は忘れたころにやって来るとか。

播州地方は有難い事に災害が非常に少なく、忘

れていても嘆き悲しむような事も起きず日々

が過ぎて行く。（さらに以下の様に続けています） 

今もしＭ８クラスの地震がこの地に発生

したとしよう。そんなアホなっ、と言わずにお

付合い下さい。Ｍ８級ですからトテツも無く悲

惨な状況かも。で、あえて「その時はこんなん

では」と想像してみました。大げさだとお叱り

の向きもあるでしょうが、日本の各地で起きた

被災状況を当地に置き換えただけのこと。 

状況設定：山崎断層にＭ８クラスの地震発生、

震源地：香寺町、とき：１月第２日曜午前９時。 

状況１：山崎断層帯から２０（両側４０）ｋｍ

の範囲内（姫路・福崎・加古川・加西・山崎・

上郡・相生など）はほぼ同じ被害の状況と設定、

死傷者・家屋の全壊～半壊多数。 

家屋火災が発生、山へ延焼し冬の強風に煽られ

急拡大中、山村各地域に同様の山火事発生で播

磨中部～西北部一帯は震災と山火事併発の大

惨状。救援は姫路市街地が最優先されると想定。 

状況２：電気・上下水道等は各戸とも使用不可、

指定避難先の香呂南小が大損壊（登下校用の五

油橋も崩落）で部分利用も不可。外部と行き来

する道路（暮坂峠・練金峠・山の口・松のハナ

夫婦岩等の崖崩れ・道路崩落が多々、相坂トン

ネル崩落・R312 ネスレ前の保喜橋・名城酒造前

の須加院橋と松のハナ）など崩落で全てアウト。

須加院の川筋集落は完全孤立。当面、自主自

立・相互扶助しか命を繋ぐ方策はない。 

状況３：被害の少ない人が総出で倒壊家屋内に

残された人の有無確認や救出、怪我人の応急手

当等々に奔走、疲労は極限。山火事から逃れ空

腹と迫り来る寒い夜・防風防寒への備えが急が

れる。』 以上が会報54号からの引用。 

そんな状況を想定、まさかの時のイザッと

炊き出し訓練を実施した。翌日の朝日新聞に載

りご記憶の方もあろう。厳しい条件の想定、近

隣の賢者らは小馬鹿にしたようだが今回の震災

はこれをはるかに凌ぐ。天変地異など無くホタ

ルの乱舞が楽しめる素敵な郷土だ。不足を言っ

ていたらそれこそ天罰が下るかも。 

不満をもらさぬまでも、知らんふりを決め

込んで遊び呆け、ごっつぁんで済ます人は無か

ろう。何らかの社会貢献活動に踏み出すのが人

の道。無関係に思えるボランティア活動も巡り

廻り被災地を支援する。川の会へ入会し汗を流

すなどはホンの一例。感謝を見える形で社会に

返す。その実践は、痴呆になったり死んでから

では遅過ぎるのは言を待たない。が、税金を医

療費に回すより健康維持の為の遊び代に充てる

というイマイチ時代感覚に沿わない理屈を信奉

する人々には無理かも？ 

トライやるウィーク 
香寺中学校と話が整い、今年からトライやるウ

ィークをお受けすることになった。 

川の会は、次世代を担う孫子らが広く世界に

羽ばたき何処で暮らそうとも、美しい須加院川を

忘れず、社会に貢献するこころ優しい大人に成長

して欲しいと願う老人集団。香呂南小とは 10 年

前のネットディを機に須加院川のゴミ拾いや出

前授業のご縁を伸張中。切望の香寺中とのご縁

が出来た。大切に伸ばしたい。 

須加院川の会 
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H23/06～0８月の予定 
須加院川の会の活動にはだれでもいつでも出入りが自由、お気軽にお越しください。 

回 月 日 時 間 集合場所 中止・決行は集合時刻に集合場所で決定します。

5 月 25 日 pm7:00 

～9:00 

・須加院川のどこからもホタルが飛ぶように計画 
・鍵の谷口 203 

～6 月3 日 ・交尾産卵用の種ボタル確保活動 

5 月 30 日 am9:00 

～pm3:00 

・トライやるウィーク（香寺中二年生） 
・事務局宅 *** 

～6 月3 日 ・須加院川に瀬戸内海そして人の心も美しくしたい 

6 月 4 日 pm6:00 ・姫が丘 ・須加院川のどこからもホタルが飛ぶように計画（子供会と協働） 
204 

(土) ～9:00 ｽｶｲﾎｰﾙ ・ホタルの幼虫飼育方法の説明会 

・河川敷花壇の手入れとゴミ拾い及び付近の刈取 6 月 5 日 am8:00 

～11:30 
・南小前 205 

(日) ・市川合流域⇒桜並木間の刈取とゴミ拾い 

6 月 5 日 pm6:00 ・須加院 ・須加院川のどこからもホタルが飛ぶように計画（子供会と協働） 
206 

(日) ～9:00 公会堂 ・須加院でホタルが舞うのはなぜ？＆ホタル鑑賞会 

6 月 ６日 ｐm1:30 

～3:00 
・香呂南小 

・須加院川のどこからもホタルが飛ぶように計画（南小と協働） 
*** 

(月) ・南小とコラボする「ホタル幼虫飼育」方法の出前授業 

・河川敷花壇の手入れとゴミ拾い及び付近の刈取 6 月 19 日 am8:00 

～11:30 
・南小前 207 

(日) ・毘沙門井堰⇒円堂谷口間の刈取 

6 月 24 日 am11:30～ 

pm14：00 
・南小前 

・南小６年生の香照苑慰問用のブーケづくりを協働 
208 

・多くの女性会員やお友達の応援参加をお待ちします （金） 

・河川敷花壇の手入れとゴミ拾い及び付近の刈取 7 月 3 日 am8：00 

～11：00 
・南小前 209 

(日) ・円堂谷口⇒勝負谷口間の刈取 

7 月 3 日 am11：15 

～12：00 
・田川神社 

・須加院川のどこからもホタルが飛ぶように計画（子供会と協働） 
210 

(日) ・子供会とホタル幼虫放流（営農倉庫付近と増田屋橋横）

7 月 ４日 am 11：15 

～12：00 
・香呂南小 

・須加院川のどこからもホタルが飛ぶように計画（南小と協働） 
*** 

(月) ・南小四年とホタル幼虫放流（南小北西と正門下付近） 
七十年の人生を振り返れば、中学生時代は

多感な思春期。当時の先生方や友達の指導や助

言が後の人生を左右したように想い起される。

微力でも生徒達に及ぼすであろう須加院川の会

との触れ合いに身の引締まる想いがする。川の

会の会員をはじめ多数の応援や参加を得、孫子

らの育成に寄与できればと念じ務めたい。 

・河川敷花壇の手入れとゴミ拾い及び付近の刈取 7 月 17 日 am8：00 

～11：30 
・南小前 211 

(日) ・新井堰⇒横枕堰間の刈取とゴミ拾い 

・河川敷花壇の手入れとゴミ拾い及び付近の刈取 7 月 31 日 am8：00 

～11：30 
・南小前 212 

(日) ・増田屋橋⇒新井堰間の刈取とゴミ拾い 

・河川敷花壇の手入れとゴミ拾い及び付近の刈取 8 月 21 日 am8：00 

～11：30 
・南小前 213 

(日) ・増田屋橋⇒河川敷花壇横の刈取とゴミ拾い 
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